令和3年度事業報告書
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

特定非営利活動法人　社会的就労支援センター　京都フラワー

１　事業実施の成果
　本年度も就労継続支援(A型)事業に取り組み、施設外就労を中心に事業を展開した。しかしながら、職員の死亡退職等もあり職員の出入りが多く苦しい1年であった。京都中央市場場外のシーパック商事㈱からは、青果袋詰め作業の業務を継続して請負った。職員1名がコロナに感染したが軽症で復帰。また、宇治市の中央市場内のシーパック商事㈱でも第三加工場、新棟2Fの加工場でも青果袋詰め作業の業務を継続して請負った。利用者1名がコロナに感染したが軽症で復帰した。今年も、コロナ渦の中でも青果の需要は高く生活協同組合、小売業等のスーパーマーケットチェーン等の青果袋詰め作業を行ったが、衰えることなく堅調に推移した。
田辺記念病院のリハビリ病棟の清掃作業の業務を継続して請負った。医療従事者として、職員、利用者に対してコロナワクチンを先行して摂取を済ませ感染者もなく安全に1年間稼働した。
梅小路ポテル京都での共用部清掃の業務を請負った。今年は緊急事態宣言が発令されても稼働し、1年間を通じて安定して稼働した。高収益が見込めるので継続して請け負う事となった。労働働統合型社会的企業としては、本年度は企業就労に利用者を送り出せなかったと言うよりも、コロナ渦の中で安定して働くことを利用者が望んだからだと考えている。
相談については飛躍的に契約数も増え、専任職員の努力で収益も上がるようになり、今後も利用者の生活面のサポートに向けて運営してゆく。

２　事業の実施に関する事項
(1) 特定非営利活動に係る事業
	事 業 名
(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A) 当該事業の実施予定日時

(B) 当該事業の実施予定場所

(C) 従事者の予定人数


	(D)受益対象者の範囲

(E)予定人数




	事業費の
金額
（単位：千円）

	就労継続支
援A型事業








計画相談事業　　
	雇用契約に基づく支援付き就労の場を提供し、継続的な就労支援に取り組む。




利用者の受け入れ、その後の就労、生活をトータル的にサポート。
	(A) 当該事業の実施予定日時
令和3年4月1日

(B) 当該事業の実施予定場所
協力事業所内

(C) 従事者の予定人数
9人

(A) 当該事業の実施予定日時
令和3年4月1日

(B) 当該事業の実施予定場所
法人内事業所

(D) 従事者の予定人数2人(兼務１名)
	(E) 受益対象者の範囲
身体、知的、精神、発達障害者等

(F) 予定人数
32名




(A)受益対象者の範囲
身体、知的、精神、発達障害者等

(B)予定人数31名
	84,794千円　(相談支援事業の事業費も含む)







